
2025年４月３日 

名古屋大学教育学部附属中・高等学校 

SSH推進委員会 

応 募 要 領 
 

2025年度 SSH科学人材育成枠「高大接続とっきんとっきんへの道」へ参加するチーム（１チームあたり２～４名）を募集

します。各校から何チームでも応募可能です。協同と競争を通じてステージを駆け上がり、海外でも研究成果を発表するプ

ログラムとなります。下記の要領で応募してください。対象は SSHコンソーシアム TOKAI参画高校の 2025年度高校

１年生となります。多くの参加チームをお待ちしております。 

記 

別添の「ＳＳＨ重点枠-2025- 1st stage」に従って応募してください。応募締切は 2025年４月 25日です。 

 

 

 

 

1st stage 以降の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員）無制限  対象）SSHコンソーシアム TOKAI参画高校 2025年度高校１年生 

2nd stage 以降に進むための最初のセレクション。チームで課題に挑戦し、2nd stage進出を目指そう！ 

※ 名古屋の方言で、尖っているものを「ときとき」、最上級を「とっきんとっきん」と表現します。 

※ 

定員） Advanced Stageの 5チーム予定 
     3rd stageから選考 
日時） 8月 3日、9日、10日、16日、24日（予定） 
     各回 120分を予定（時間未定） 

定員） Global Stage1 から３チーム選抜 
日時） ３月を予定 

定員） 30チーム予定 
日時） 5月 10・11日午前午後 

定員） 10チーム予定 
日時） 8月１日〜５日 

定員） 5チーム予定 
時期） 高２～３にかけて 

10回程度予定 

※研究室とマッチングした場合 

会場(名古屋大学 ES 館)
までの交通費は自己負
担。 



参加した生徒の声 

 

♣ 私はこの一年を通して、文系と理系の壁を超えた興味や視点を持てるようになったと思います。SSH 重

点枠に応募したはじめの頃は、「理系的な視点」に基づいて与えられる課題にどこまで対応できるか不安

でした。しかし、大学教授の講義への参加や、合宿でのフィールドワークを通して、自分の興味を文系/理

系で分けていたのは自分自身の考え方だったと気づきました。 

特にGlobal Stageでは、経済、環境問題、統計、トレンドといった複合的な視点で問題提起をする教授

が多かったように感じます。各分野での知識の深さより、自分たちの知恵や経験をもとにまったく新し

いアイデアを考える課題を解いている時が 1 番楽しかったです。また、チームメンバーと考えが違う場面

や、逆に、驚くほど共感する瞬間もあり、この経験を通して、普段は話題に上がらないような話し合いが

できたこともこのプログラムのおかげだと思います。（名大附属高校 Iさん） 

 

♣ この SSH 重点枠で、私は研究の手法や発表の方法、大学ではどのような研究をしているのかなど様々

なことを学びました。特にアメリカ研修ではノースカロライナに行き、現地の高校で研究発表を行い、自

分たちの発表方法の改善を行いました。最終的には、現地の大学でポスター発表も行いました。 

様々なことを学んでいくうちに特に大切だと思ったことは自分から進んで挑戦していくことです。私は

元々自ら発言したり、相手とコミュニケーションをとったり、発表をしたりすることが苦手でしたが、この

研修で苦手なことにも挑戦していくうちに、少しずつこれらのことができるようになりました。アメリカ

研修では日本の高校生だけでなく、現地の高校生、大学生とも仲良くなれました。また、日本文化とアメ

リカ文化の違いに触れることが、私にとって新鮮でとても興味深く楽しかったです。高校生の間にこのよ

うな経験を出来る機会は少ないと思います。高校 1 年生の皆さん、ぜひこの SSH 重点枠に参加して自

ら色々なことに挑戦していってください。（愛知県立半田高校 Fさん） 

 

♣ 最初は軽い気持ちで始めたこの企画ですが、ステージを重ねていくに

つれて、プレゼン力、英語力、思考力など、様々な力が向上していくのを

感じました。それぞれのステージが、特定の分野に特化した能力を問う

ているのではなく、多様な分野を問われるので、各ステージでたくさん

の能力を高めていくことができたと思います。特に、最後のアメリカ研

修は、英語力だけでなく、様々な日常ではできない経験をすることがで

き、自分の視野が広がりました。本当に参加して良かったと思っていま

す。みなさんも是非チャレンジしてみて下さい！ 

（愛知県立一宮高校 Sさん） 


